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結果報告書

はじめに

「東大生のSDGs意識調査2018」基本情報

実施：TSCP学生委員会

協力：東京大学施設部施設企画課TSCPチーム

私たちTSCP学生委員会は、学生の視点から「東大サステイナブルキャンパスプロジェ

クト(TSCP)」を推進する学内組織です。TSCPとは、大学キャンパスからサステイナブル

な社会のモデルを示していくことを目的に、キャンパスの低炭素化を最優先課題に取り

組んでいるプロジェクトです。学生委員会では、このプロジェクトを中心となって推進

している東京大学施設部TSCPチームと連携しながら、化学実験における省エネの推進や、

学生のサステイナビリティ意識の啓発に関する活動を行っています。

私たちは、学生のサステイナビリティ意識の啓発活動として、SDGsの考え方を普及する

ことで、学生のサステイナビリティ意識を向上させる取り組みを行っています。2018年

10月、その取り組みの一環として、「東大生のSDGs意識調査2018」を実施しました。こ

の調査は、学生のサステイナビリティ意識の現状を把握し、SDGsやサステイナビリティ

意識の効率的な普及方法を明らかにすることを目的として実施したものです。2000人規

模で、大学生を対象にしたこのような調査は前例が少なく、非常に貴重なデータになる

だろうと考えています。この調査結果が、多くの方々の目に触れ、サステイナブルな

キャンパス作りに、さらにサステイナブルな社会の実現に貢献することを願っています。

概要版

実施期間：2018/10/15～10/31

回答者数：2063人
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図1 東大生のSDGsの認知

本調査より、SDGsについて19%の学生が“聞いたことがある”、また44%の学生

が“知っている”という結果が得られました(図1)。ここでは、“聞いたことがある”

と“知っている”を「SDGsを認知している」と捉え、合計して東大生のSDGs認知

度は63%であると算出しました。

SDGs認知度を学部・研究科別で比較すると、専攻によって大きく異なること

が分かりました。大まかに見ると、とくに学部生では、理系よりも文系のほうが

認知度が高いことが分かりました(図2)。この違いは、講義でSDGsを取り扱うかど

うかが専攻ごとに異なるために生じていると考えられます。本来、SDGsはすべ

ての学問と関わりがあるものであり、専攻に限らずすべての学生に知ってほしい

内容ですので、各専攻でSDGsと学問の関わりを考え、講義に取り入れていくこ

とが認知度向上に不可欠だと考えられます。

さらに、SDGs認知度を学年別に比較すると、学部1年生と博士課程で低く、学

部2～4年生で高い傾向があり、学年に対して山型を示しました(図3)。この傾向は、

修士2年、博士課程の学生はSDGsが掲げられた３年前にはすでに専門的な学習を

していたため、SDGsを知る機会が少なかったためだと考えられます。それに対

し、学部2～4年生は教養課程の講義でSDGsを学ぶ機会があったため、SDGsを認

知している割合が高かったと考えられます。また、学部1年生の認知度が低いこ

とから、高校生もSDGsに触れる機会が少ないと考えられます。大学院生や高校

生に対して、SDGsを学ぶ機会を用意することが重要であると考えられます。

図2 SDGsの認知
文理別

■SDGsを知っている
■SDGsを聞いたことがある
■SDGsを聞いたことがない

図3 SDGsの認知
学年別
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②各課題の重要度認識

図4 各課題の重要度認識・スケール別

SDGsの各課題のうち、特に重要だと思う課題を学生に選んでもらいました。

また、各課題は捉えるスケールによってその内容が大きく異なると考えられたの

で、世界スケール・日本スケール・身近スケールの3つのスケールで回答しても

らいました。結果は以下のようになりました(図4) 。

世界スケールの課題としては、①貧困、②飢餓、④教育、⑯平和が多くの学

生に重要視されていました。一方で、⑧労働、⑨インフラ整備、⑪まちづくりな

どは他の課題と比べてあまり重要視されていませんでした。日本スケールの課題

としては、③健康、④教育、⑤ジェンダー、⑦エネルギー、⑧労働が、多くの学

生に重要視され、②飢餓、⑥水・衛生、⑨インフラ整備などはあまり重要視され

ていませんでした。身近スケールの課題としては、③健康、④教育、⑤ジェン

ダー、⑧労働が重要視され、②飢餓、⑥水・衛生、⑨インフラ整備、⑭海洋生態

系、⑮陸上生態系、⑯平和などはあまり重要視されていませんでした。特に重要

度認識が低い課題に関しては、その課題の理解を普及啓発していく必要があると

考えられます。

また、各課題の重要度認識がスケールによってどのように異なっているかを調

べました。その結果、多くの課題において、重要度認識は、世界スケール＞日本

スケール＞身近スケールとなっていることが分かりました。この結果から、サス

テイナビリティの課題は世界の課題、他の国の課題と思われており、日本の課題、

身近な課題としてはあまり捉えられていないと考えられます。一方で、③健康、

⑤ジェンダー、⑧労働、⑪まちづくりにおいてのみ、世界スケール＜日本スケー

ルとなりました。
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SDGsをよく知っている、または聞いたことがあると答えた学生を対象に、

SDGsを認知したきっかけを回答してもらったところ、大学の講義でSDGsを

知った学生が多いことが分かりました(図5)。このことから、学生にSDGsを普及

するうえで、講義が強力なツールとなることが分かりました。今後、多くの講義

において、その科目とSDGsの関連性を見つけ、SDGsを内容に取り入れていく

ことが重要だと考えられます。

③SDGsを知るきっかけ
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※何かありましたら、下記までご連絡下さい

TSCP学生委員会 HP: https://utsustainability.wixsite.com/utsustainability
連絡先: ut.sustainability.tscp@gmail.com

図5 SDGs認知のきっかけ
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